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アニュラス全量排気弁等操作用

可搬型窒素ガスボンベ

46. 7 以上（46. 7)

14. 7

40 

1以上（2 （予備1))

名 称

,.;>,. 
4オ 量 LI個

最高使用圧力

最高使用温度

個 数

［設 定 根 拠］

－重大事故等対処設備

重大事故等時に使用するアニュラス全量排気弁等操作用可搬型窒素ガスボンベは ， 以下の

機能を有する。

MPa 

アニュラス全量排気弁等操作用可搬型窒素ガスボンベは， 炉心の著しい損傷により原子炉

格納容器内に水素が発生した場合にアニュラスの水素濃度を低減することで、水素爆発によ

る原子炉建屋等の損傷を防止するために設置する。

系統構成は， アニュラスからの水素排出として， B系アニュラス空気浄化設備の弁及びダ

ンパは ，
アニュラス全量排気弁等操作用可搬型窒素ガスボンべにより代替空気を供給する

こと又は， アニュラス全量排気弁等操作用可搬型窒素ガスボンべにより代替空気を供給

し， 代替電源、設備である常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備から給電可能

な所内常設蓄電式直流電源設備により電磁弁を開放することで開操作できる設計とする。

これらの系統構成については， 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書別添3「技術基準

規則第68条系統函Jによる。

アニュラス全量排気弁等操作用可搬型窒素ガスボンベは， 炉心の著しい損傷が発生した場

合において， 運転員が中央制御室にとどまるために， 原子炉格納容器から漏えいした空気

中の放射性物質の濃度を低減するために設置する。

系統構成は， 放射性物質の濃度低減として， B系アニュラス空気浄化設備の弁及びダンパ

は， アニュラス全量排気弁等操作用可搬型窒素ガスボンべにより代替空気を供給すること

又は， アニュラス全量排気弁等操作用可搬型窒素ガスボンべにより代替空気を供給し， 代

替電源設備である常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電源、設備から給電可能な所内

常設蓄電式直流電源設備により電磁弁を開放することで開操作できる設計とする。 これら

の系統構成については， 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書別添3「技術基準規則

第74条系統図jによる。
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1.容量

重大事故等時に使用するアニュラス全量排気弁等操作用可搬型窒素ガスボンベは，高圧

ガス保安法の適合品である 一般汎用型の窒素ガスボンベを使用する。このため，当該ボン

ベの容量は一般汎用型の窒素ガスボンベの標準容量46.7£／個以上とする。

アニュラス全量排気弁等操作用可搬型窒素ガスボンベは，アニュラス全量排気弁及びア

ニュラス排気ダンパの操作に必要な容量を満足する設計とする。

なお，アニュラス全量排気弁及びアニュラス排気ダンパへの空気供給ラインには，窒素

がリ ー クする箇所がないため連続加圧の必要はなく，1回の加圧作業でアニュラス全量排気

弁及びアニュラス排気ダンパは， 「開J状態を維持する。

想定操作 開保持l回

消費量

．連続消費量：［｝m

供給先にある機器の消費量を含む継続的に消費される量

．内チ消費量（アニユラス全量排気弁1台分）：京£コ唱m 3 /回

アニュラス全量排気弁を全開にするための消費量

・パッチ消費量（アニユラス排気ダンパ1台分）：宅コポ／回

アニュラス排気ダンパを開放するための消費量

・配管加圧消費量：約口川／回

窒素供給ラインを重大事故等時の供給圧力まで加圧するため

の消費量

窒素ガス消費総量：

－ボンベ充てん圧力 : 14. 801MPa [abs]
・ボンベ容量 : 6. 84Nm 3 ／個悦 1)

・制御弁動作圧力：Eコ山s]

ボンベ必要個数｜ 窒素供給時は ， 制御弁動作圧力範囲内を維持する必要がある

ことから，ボンベ1個当たりの供給可能量は，

必要個数：C'
J 

以上より，アニユラス全量排気弁等操作用可搬型窒素ガスボンベの必要｛回数は約口固

となるため，設置個数は屯コ固を上回る111固とする。

公称値については，要求される容量と閉じ46. 7 L/個とする。

E二コ 枠囲みの内容は機密情報に属しますので公開できません。
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